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安全・品質への挑戦
Challenge! Challenge!安全・品質への挑戦

１．はじめに
　ワコーＥ．グループは、平成19年度に設備事故を重ね
て発生させてお客様の信頼を失い、平成20年４月に
NTT東日本様から、安全・品質管理体制の抜本的な改
善の勧告を受けるという苦い経験があります。
　私達は、その経験を糧に、安全・品質の向上に向け、「行
動のABC（Ａ：当たり前のことを、Ｂ：ベストを尽く
して、Ｃ：チャンとやる）」を基本として、一生懸命に
取り組んでまいりました。“慣れ”や“形骸化”が付き
まとう中、常に平成20年４月の原点に戻り、「行動の
ABC」を徹底するため、この６年間に取り組んできた
内容の一部を紹介します。

２．改善施策（第１ステップ）の展開
　平成20年４月に改善勧告を受けたことから、事故
“０”に向けて、これまでの事故を振り返り、当社の課
題を分析・掘り起こし、「信頼の回復」と「安全意識の
改革」を図るべく、「施工管理体制の強化」、「業務・仕
組みの見直し」、「協力会社の技術力強化」、「安全・品質

和興エンジニアリング株式会社

＜「行動のABCを1人ひとりの基本」と
して取り組もう＞の徹底・定着に向けた
継続的な取組み

管理体制の充実」、「研修並びに教育の充実・強化」およ
び「新たな企業風土の構築」の６区分について、14項
目の改善施策を策定し、事故防止に向け取り組みました
（図１）。そのうち主な３つの取組みを示します。
　１つは、作業指示書の見直しです（図２）。従来は工
事ごとに作業指示書、リスク低減対策一覧表を作成して
いましたが、工事の中にはいろいろな種類の工程が入っ
ており、リスク対策も多く、作業班にとって該当する対
策が絞りきれない状況がありました。そこで、作業班ご
との作業指示書、リスク対策表に変更し、より的を絞る
ことにしました。
　２つ目は、「高所作業」、「ケーブル切断作業」、「アー
スオーガによる掘削作業」等定められた作業手順の確実
な実施と写真確認です。工事状況をデジタルカメラ等で
撮影し、復命時に証跡として報告するようルール化しま
した。
　３つ目は、事故情報等を基にした事故防止の日常教育
の充実です（図３）。
　事故事例に基づき、朝のミーティングなどで作業者は
KYKを実施します。事故の内容から、「発生の原因」を
究明し、その対策、「私達はこうする」、「ワンポイント」

取組区分 施策項目

１．施工管理体制の強化 ⑴�　元請･協力会社の管理体制の強化
⑵　日々の管理業務の強化

２．業務・仕組の見直し
⑶　作業指示の見直し・強化
⑷�　作業確認・作業手順等の見直しと遵守
⑸　作業確認・自主検査方法の改善

３．協力会社の技術力強化 ⑹�　要員の技術スキル把握とスキルの向上

４．安全・品質管理体制の充実 ⑺　改善施策の定着�
⑻　安全専任者・検査員体制の強化

5．研修／教育の充実・強化
⑼　従事者へのモラル教育の強化
⑽�　工事長・班長・新規入場者への教育の充実
⑾�　事故速報等を基にした日常教育の充実

6．新たな企業風土の構築
⑿�　現場との一体感の醸成（現場の意見を反映）
⒀　意識改革への取組み
⒁�　古い風土の払拭に向けた新たな運動の展開

図１　改善施策の内容

を策定します。事故事例を聞くだけでな
く、作業者各人が当事者意識を持って事
故防止を考えることが狙いです。
　これらの改善施策の展開と安全・品質
管理体制の抜本改善に向けて約５カ月間
にわたり全社を挙げて、全精力を注ぎ込
んで取り組んで参りました。この間、各
部・支店の責任者による指導や作業者全
員を含めた勉強会の実施、改善施策の展
開・定着を専担的に行うカイゼン推進室
による確認・指導等、全部門が一丸と
なった取組みを展開した結果、NTT東
日本様の改善履行確認を得て、競争参加
資格を継続することができました。
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改善施策例

作業指示書兼安全指示・
安全点検表
（アクセス）

作業指示書兼安全指示・
安全点検表
（外線班）

作業班別の作業指示書・リスク低減対策一覧表のセットにより、より的を絞った対策とする

○リスク低減対策一覧表
・架空工事
・地下工事
・架空・所内工事
・地下ケーブル工事
・道路復旧工事
・ユーザ系工事

○班別リスク低減対策一覧表
・外線班
・接続班
・ユーザ班
・舗装復旧班

工事ごとでセット（複数のリスク低減一覧表）のため
作業班によって該当する対策が絞りきれない

○作業指示書

班別の
リスク低減対策

(人身・設備）

従来の指示書とリスク低減対策のセット

作業班別の指示書・リスク低減対策のセットへ見直し

架空工事の
リスク低減
対策

(人身）
地下工事のリ
スク低減対策

(人身）架空・所内工事
のﾘｽｸ低減対策

(設備）

図２　作業指示書の見直し・強化

改善施策例

１．発生年月日：平成20年○月○日
２．種別 ：マルチ接続による第三者通話
３．概要 ：MDFジャンパ配線で誤って既設現用端子にマルチをかけ第三者通話による回線混線が発

生した

ワンポイント

②・発着信確認試験実施 ヨシ!!

1 .ジャンパ線の撤去時にマーキングを忘れた。
2 .ジャンパ線作業終了後に記載の線番を再チェッ

クしなかった。
3 .最終試験を定められた手順で実施しなかった。

1 .ジャンパ線をはずす時は、必ず両端を残し誤接
続を防止する。

2 .付線の時に、線番を再度チェックする。
3 .工事完了時は、定められた手順で確認試験を確

実に実施する。

①◆私達はこうする◆発生の原因

①・②の箇所について毎朝ミーティ
ング時に各グループで記入する。

KYK実施用紙

図３　事故情報等を基にした日常生活の充実

１．第２ステップの取組み目標

◇ワコー E.グループ全社員一人ひとりが本改善施策を自ら実践し定着させる◇ (キーワード： ｢自ら実践・定着」 )

２．具体的な実施内容

(1)基本的な取組み形態は従来と同様に、ルーチン業務の中で現場作業従事者、および補助者等は自ら決められたルールを確実に実践する。

また、部支店内履行確認グループはその実施状況を確認し、指導・改善を図る。

(2)カイゼン推進室は、各部支店およびセンタ・現場等における実施状況を随時確認し、指導・改善を図るとともに、その実施状況を経営戦

略会議等に付議し全社的に指導・見直し等を行う。

各センタ・現場等

履
行
確
認

指
導

本社等指導・改善

付
議
・
改
善

本社等会議

・従来の「拡大経営危機対策会議」
と同様に、確認状況を下記会議
に付議し定着を推進する。

支店内履行確認Ｇ

◎自部支店内の実施・定着状況を
常時確認し指導・改善を行う

社員・現場作業従事者

【元請】
作業指示

復命確認の
実施

【作業者】
作業手順・作業
確認等決めた
ルールの実施

報告
確認

◆幹部ﾐｰﾃ ｨﾝｸ会゙議（W eb）
・毎月（第二火曜）付議

定着強化を図るため、今年
１２月まで２回／月付議
☆安全品質協議会(Web)予定

カイゼン推進室（体制検討）

◆各部支店、センタ・現場の実施
状況を随時確認

連携

本社主管部（BB NW 基盤 安品）

◆定着に向けた確認の実施
◆改善施策の見直し 等

◆NO5.9.12.13.14施策の実施展開

長期施策等の展開（経管 BB  安品）

図４　改善施策（第２ステップ）の展開

３．改善施策（第２ステップ）の展開
　しかし、全社を挙げた取組みにも関わらず各センタに
よって、施策の定着度合いに大きなバラツキがあること
や「新たな企業風土の構築」が未達成であるなど、課題
が残ったことからさらなる取組みの強化を図る必要があ
りました。さらに、再び同様な事象を繰り返すわけには
いかないことから、14項目の改善施策を全社員および
作業者１人ひとりが、自ら確実に実践し定着させること
が最も重要であるとの考え方に立って、施策のさらなる
定着に向け、全社を挙げて【ワコーＥ．グループ１人ひ
とりが「改善施策を自ら実践し定着」させよう】を目標
に取組みを実施しました（図４）。

４．改善施策（第３ステップ）の展開

①�　平成21年度恒久的な安全・品質の定着に向けた取
組施策

　平成20年度の苦い経験を乗り越え、平成21年度を迎
えて、心を新たに、第３ステップを設定しました。
　目標に【恒久的な安全・品質の定着に向け「行動の
ABCを１人ひとりの基本」として取り組もう】を掲げ、
元請から協力会社まで、それぞれがすべき役割を明確に
し、行動のABCが日々の営みとして定着するまで取り
組むこととしました（図５）。
　第３ステップでは、改善施策のマネジメントシステム
化を図り、情報セキュリティ施策、５Ｓ施策も併せて推
進することとしました。定着状況の確認は、部・支店ご

恒久的な安全・品質の定着に向け、行動のＡＢＣを一人ひとりの基本
として取り組もう

取組み方針

１．改善施策のマネージメントシステム化を図り、恒久的安全品質施策として
完全定着に移行する。

２．改善施策に加え、情報セキュリティや５Ｓ施策も合わせて定着をすすめる。

ＭＳ部内部監査
（各拠点２回／年 結果は安全品質協議会に報告）

部支店（センタ等）における内部確認

５Ｓ施策情報セキュリティ改善施策

定着状況の確認

フォロー

第３ステップ取組み目標

図５　改善施策（第３ステップ）の展開
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との定期的な内部確認を基本とし、年２回マネジメント
システム部により内部監査をしています。監査結果は毎
月開催する安全・品質協議会に報告し、不備課題などを
指摘された拠点については是正対策を実施し、その改善
結果を報告することとし、確実な実行に努めました。
　点検項目は、改善施策関連で26項目、情報セキュリ
ティ関連で15項目、５Ｓ関連で５項目、におよびそれ
ぞれ細部の点検項目もあり、かなりきめ細かいものと
なっています。５Ｓ活動については「社員意識の改革」
を念頭に置き、職場環境等の改善を図るため、平成22
年１月から展開し、平成22年９月には「速やかな定着
化」を図るため、①部支店・センタ等で実施する内容、
②マネジメントシステム部で実施する取組内容を明確化
しました。
　全社員の地道な取組みにより成果をあげてきたことか
ら、平成25年４月から、部・センタ等における自主・
自立による５Ｓ活動を継続実施しています（図６）。

②　平成23年度緊急危機対策（「私の決意」）
　ワコーＥ．グループは、平成21年度から「改善」の第
３ステップに取り組んで以来３年目を迎えました。しか
し、通建業界においては「基本動作の欠如」等により平
成22年度を上回る勢いで事故が多発し、業界として「緊
急事態」の状況になりました。
　このため、平成23年９月にITEAと連動した緊急施策

の取組み以外に、ワコーＥ．グループ独自の取組みとし
て、「緊急危機対策会議」を実施し、会社トップから事
故撲滅に向けた取組み強化のメッセージをはじめ、作業
者１人ひとりへ「作業の重要性の再認識」、「基本動作の
徹底（手順遵守、手抜き厳禁）」、「作業後の確認」の指
導を行いました。また、全作業者がワコーＥ．社長あて
に安全・品質の向上に向け一人称で真剣に取り組む「私
の決意」を自書し、朝礼等で「私の決意」を自身の口か
ら表明し、上司・仲間・部下等への宣言と自分自身への
動機付けを行いました（図７）。

③�　平成24年度安全推進期間取組施策（「私ならこう
する」「私はこうした」）

　平成24年度は、「私の決意」のさらなる定着化に向け
て、１人ひとりが「受動」から「能動」へ行動を転換
し、「自分がどういう行動をすればミスや事故等を防げ
るか」を実行する活動を推進し、“行動のABC”の定着
を図ることとしました。このため、上期安全推進期間に
おいて、過去に発生した事故や業務上のミス等につい
て、失敗を繰り返さないために、具体的に「私ならこう
する」を表明し、常にプロフェッショナルとしての自覚
と行動をもって類似事象の再発防止を図ることとしまし
た。表明後には具体的な行動を起こし、下期安全推進期
間に自己点検結果を「私はこうした」に記入し、朝礼等
で発表する取組みを実施しました（図８）。

経緯

▲２００８年５月 ▲２０１０年６月 ▲２０１０年１０月

●改善施策の全社展開
●改善施策定着履行確認開始

●改善施策定着確認

評価判定方法の見直し

●情報セキュリティ点検・５S点検開始

●三位一体による確認・点検

点検項目

【改善施策履行確認項目】 【情報セキュリティ点検項目】 【５S点検項目】

◆設計管理

①情報収集の実施確認

②社内審査等の実施確認

③現場調査実施確認

◆着工準備

①実行予算作成と原価管理

実施状況確認

②施工体系図等の掲示確認

◆施工管理

①改善施策取組項目継続確認

②自主検査ルール実施確認

③朝礼等の実施記録確認

④KYKの実施状況確認

⑤作業指示・復命の実施確認

⑥作業確認の実施記録確認

⑦点検・整備の実施確認

（ﾌｧｲﾊﾞｶｯﾀﾒﾝﾃﾅﾝｽ管理等）

⑧安全保護具・器工具の点検

管理状況の確認

⑨管理簿による管理

（地上高不足設備管理簿等）

⑩NTTへの返納物品、ＮＴ

Ｔからの借用物品の管理

状況確認

⑪新規入場者教育・新規雇い

入れ教育実施確認

⑫NS物品・CS物品管理

の実施確認

⑬重点管理業務の日々管理

状況確認（進捗状況・苦情

・クレーム等）

⑭作業服・ワッペン・シール
管理状況確認

⑮実施計画書等の作成確認

⑯技術レベル・スキル管理の

実施確認

⑰現場パトロール実施確認

⑱社外折衝・占用許可書・

持込み車両管理等の実施

確認

⑲ブラッシュアップ研修等の

実施確認

⑳産業廃棄物の処理確認 等

◆入退室管理・管理体制

①部外者の入室規制実施確認・入退室管理簿運用状況確認

②お客様情報及び接続関連情報管理体制の確認

◆持込み管理

①お客様情報を取り扱うエリアへの私物持ち込み禁止確認

◆持出し管理

①事務所からお客様情報を持出す場合の確認

◆FAX誤送信防止対策

①FAX送信時における基本動作の実施確認

◆重要情報の取扱い管理

①業務中・終了時・不在時の重要情報管理実施確認

◆帳票管理

①出力した帳票等の取扱い管理確認

◆データの管理

①出力データの廃棄処理管理確認

◆端末管理

①システム端末（NTT貸与品）の取扱い管理確認

◆アクセス権限の付与

◆ICカード管理

◆研修の実施状況確認

◆セキュリティ点検・パソコンの安全管理状況確認 等

◆事務所・倉庫・駐車場の５Ｓ点検項目

①整理

・不要な文房具、不要な什器・備品の確認

・ロッカーや棚の不要材料の確認

・個人机の不要物確認

・倉庫・駐車場の不要な材料確認 等

②整頓

・個人机周りの整頓状況確認

・ゴミの分別、通路等の不要物有無確認

・材料置場の表示・数量管理、車両の中の整理整頓の

実施状況確認 等

③清掃

・床のゴミ、タバコの吸殻、使用済コピー用紙の放置、

古い掲示物等の有無確認

・事務所、倉庫、駐車場の清掃状況確認 等

④清潔

・排気・換気状況、ゴミの処分状況等の確認 等

⑤しつけ

・服装、挨拶、電話応対、ルールの順守等の実施確認

・車両の始業点検、安全運転の励行状況確認 等

2 6項目 1 5項目 5項目

図６　改善施策点検項目

和興エンジニアリング株式会社

代表取締役社長 殿

「安全・品質」向上に向けた決意表明

ワコーE. グループは、恒久的な安全・品質の定着に向け「行動のABCを１人ひ

とりの基本」として取り組んできているところです。しかし、誠に残念ながら、当グ

ループの工事においては、「基本動作の欠如」により事故が頻発しており、お客

様・ご発注者様に多大なご迷惑をおかけしております。

この危機的状況を打破するため、グループ社員１人ひとりが、再度、原点に立ち

返り、「安全・品質」向上に向け一人称で真剣に取り組んでいきます。

ここに、１人ひとりが「安全・品質」向上の取組みの決意を表明し、ワコーE．グル

ープの更なる飛躍に貢献することを宣言します。

私の決意

2 0 1 1 年 ９ 月 １ 日

会社・所属 氏名

図７　私の決意
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④　平成25年度安全推進期間取組施策
（「宣言書」と「私達はこうする」）
　平成25年度は、「改善勧告」から５年目の節目として、
これまでの取組みやルールを形骸化・風化させることな
く原点に立ち戻り、「行動のABC」の再度の徹底を図る
ため、各本部（部）・支店・事業所が自ら「何をすべきか」
を＜宣言書＞として作成し、会社トップに宣言し、確実
に実行することとしました（図９）。
　また、「受動」から「能動」へ行動の転換の取組みも
平成23年度の「私の決意」から３年目を迎え、“行動の
ABC”の定着を目指し、小集団（５名程度）により「人
身・設備事故」「情報セキュリティ事故」「交通事故」の
テーマで「私達はこうする」を表明し、自ら実行する活
動に取り組みました（図10）。

⑤�　平成26年度恒久的な安全・品質の定着に向けた取
組施策

　これまでは主として、上期・下期の安全推進期間にお
いて取り組んできましたが、平成26年度は、日常の作
業へ展開し、「自ら考え、自ら実行」の定着化を図るこ
ととします。取組内容は、①作業前ミーティングにおい

て当該作業で一番高いリスクを洗い出します。②洗い出
した危険ポイントについて、「私達はこうする（対策）」
を策定し、「本日のワンポイント」として掲示および
「指差し呼称・声出し確認」を行い、意識の覚醒、集中力・
注意力・記憶力の向上を図り、ヒューマンエラーの防止
を目指します。また、③履行状況を安全パトロール等に
より確認し、安全行動の定着化を図る考えです。

５．おわりに
　平成20年度の「改善勧告」という苦い経験を踏まえ、
安全・品質の向上を図るため、「基本動作」の徹底に向
けた「受動」から「能動」への行動の転換の取組みなど
を紹介しました。
　各種安全施策が“慣れ”“形骸化”により実行しなく
ならないよう、これからも作業者１人ひとりへHow（ど
のように）だけではなく、Why（なぜそうなのか）とい
うことについて、「腹に落ちる」、「腑に落ちる」取組み
や「安全の鉄則：鉄則は守る！」の遵守など「行動の
ABCの徹底」に向けた取組みを継続し、安全・品質の
向上を進めていくこととします。

◇私は、前回(昨年9月)の決意表明について真に行動に結びついたか見つめなおし、『決めら
れた事 』・『決めた事 』をシッカリ守り、過去に発生した事故の再発防止、業務上のミス

やヒヤリ・ハット等について、失敗を繰り返さないように、行動の転換(受動から能動)を図
るため 『私ならこうする!!』の具体的行動を表明します。

私の決意(昨年9月に決意表明した方は記入して ください 。 )

具体的行動について表明

自己点検結果についての本人コメント

更なる行動の転換を図るために

「私ならこうする」

２ ０ １ ２年 ６月 日

会社名 和興エンジニアリング 部門 氏名

「私はこうした」

「私はこうした」

２ ０ １ ２年 １ １月 日

◇私が上期安全推進期間に表明した 「私ならこ うする 」の具体的な行動の自己点検結果
は下記のとおりです。 これからも“行動のABC”を私の基本として行動を継続いたします。

和興エンジニアリング株式会社
代表取締役社長 殿

◆下期安全推進期間の取組み◆

自己点検結果についての本人コメント

会社名 部門 氏名

図８　「私ならこうする」「私はこうした」

「行動のＡＢＣ」の徹底に向け、下期安全推進期間において

以下のとおり取り組むことを宣言します。

【人身事故防止】

【設備事故防止】

【コンプライアンス違反防止】（情報セキュリティ含む）

【交通事故防止】

2013年10月○日

△△△事業本部長
□□ □□

＜ 宣 言 書 ＞
代表取締役社長

殿

図９　宣言書
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3.概 要 ：

■実践してみて反省すべき点

図10　私達はこうする


